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相
積
税
さ
登
録
税
ミ
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交
錯
・
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j
i
-
-

法
華
博
士
神
戸
正
雄

節
約
の
矛
盾
に
つ
い
て

J
E
-
-
j
j
i
-
-

・
:
文
革
博
士
高
田
保
馬

人
口
調
密
の
原
因
親
、

•• 

法
血
三
博
士
財
部
静
治

時

論

一
一
日
蘭
曾
商
の
諸
問
題
:
:
目
:
;
;
;
一
極
持
率
博
士
谷
口
吉
彦

研

到

北
海
道
鯨
定
置
漁
業
に
於
け
る
漁
場
動
員
経
済
皐
土
岡
本
清
造

相

績

読

の

本

質

純

一

Z
主

三

谷

道

暦

日
カ

Y

ド
オ
の
比
較
生
産
費
設
に
つ
い
て
・
:
純
湾
皐
士
朴
克
釆

景
気
観
測
に
つ
い
て
・
・
・
・
:
・
・
-
縄
海
串
士
祭
原
光
太
郎

担

祝

骨

相

ル

捷
張
再
生
産
式
に
つ
い
て

i

・
・
・
・
経
雪
中
士
柴
田
敬

肥
前
有
国
陶
業
の
費
蓮
・

:
:
:
-
J
i
-
-
経
済
閣
で
工
江
頭
恒
治

附

川

錦

町

新
着
外
園
経
済
雑
誌
主
要
論
題



東呈

話尋

言告?

叢
第

三

十

八

審

第

五

競

{
坦
審
簡
軍
百
取
持
也
捕
)

昭
和
九
年
五
月
接
行

論

議

目
立
司
ら
も
:
弘
正
弘

F
t
:

品
川
]
術
畑
山
商
叱
v
y
R
t
i
b
加
治
相
白
川

の
交
錯

紳

戸

正

ま並

緒

言

凡
そ
各
税
は
各
濁
立
に
て
存
立
し
な
い
。
互
に
相
寄
り
相
扶
け
、
相
集
ま
り
で
一
韓
を
成
し
、
有
機
関
係
を
有

っ
て
居
る
。
随
ふ
て
一
一
枕
の
み
を
見
て
は
真
相
が
剣
ら
争
、
他
読
と
一
緒
に
し
て
見
て
初
め
て
能
〈
其
貫
肢
を
解

し
得
る
志
の
で
あ
る
。
特
に
密
接
な
る
税
と
枕
と
の
聞
に
は
一
一
暦
然
り
で
あ
っ
て
、
相
績
積
と
登
録
積
左
の
聞
の

却
さ
は
共
趨
例
で
あ
る
。
郎
ち
相
績
暁
は
之
を
登
録
枕
と
併
せ
考
へ
て
諒
解
し
得
る
も
の
で
あ
り
、
草
濁
に
て
は

不
具
的
な
る
態
様
を
備
へ

3
0
而
か
も
叉
、
此
二
税
ぞ
併
せ
考
へ
て
見
て
も
向
ほ
不
鈎
令
、
随
っ
て
不
可
解
の
離
が

あ
b
、
共
同
隙
よ
り
し
て
連
腕
の
磐
害
を
生
十
る
こ
と
な
き
ゃ
を
一
定
へ
し
め
る
も
の
が
あ
る
c

で
此
耕
の
調
整
宜

相
娘
枕
と
登
録
視
と
の
突
錆

第
三
十
八
巻

九

Fヒ

第
五
披



相
績
枕
と
登
録
枕
と
の
交
錯

第
三
十
八
巻

第
五
披

九
二
八

し
き
を
得
る
事
が
肝
要
で
あ
る
。
元
来
、
個
人
は
多
〈
は
利
己
的
に
耽
法
令
-
見
る
も
の
だ
か
ら
、
同
一
の
事
物
に
て

も
出
来
れ
ば
名
義
を
器
使
へ
て
、
粧
の
軽
い
方
を
選
h
u
傾
が
あ
る
。
共
蕗
で
相
績
枕
の
や
う
に
現
に
相
嘗
に
重
〈
、

特
に
賂
来
盆
土
車
一
〈
き
が
や
う
左
い
ふ
も
の
に
あ
り
で
は
、
之
を
遺
脱
す
る
の
方
法
と
し
て
、
共
よ
勺
も
枕
の
一

層
軽
い
か
叉
は
枕
の
会
〈
か
か
ら
ぬ
や
う
な
、
贈
奥
と
か
貰
買
と
か
の
形
式
を
昭
一
掃
せ
ん
と
す
る
色
の
も
を
生
中

る
の
を
避
げ
ら
れ
な
い
。

又
、
逆
に
此
等
の
輪
組
典
又
は
貢
買
の
方
が
却
っ
て
相
績
よ
ち
も
読
の
重
き
場
合
の
あ
っ

に
と
さ

ιは
、
賞
際
、
賢
一
只
又
は
附
畑
山
内
で
あ
J

る
も
の
彩
色
、
相
繭
名
義
と
す
る
こ
と
お
へ
も
生
じ
梓
る
。
だ
か
ら

此
相
績
耽
の
規
定
は
、
贈
典
、
責
買
と
の
闘
係
、
随
っ
て
此
等
の
も
の
に
特
に
課
せ
ら
る
る
整
録
稜
(
夏
に
輩
ん

と
の
闘
係
を
趨
嘗
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
果
し
て
我
邦
の
現
行
法
規
が
此
黙
に
遺
漏
な
き
を

得
て
居
る
か
何
う
か
、
何
等
か
改
良
の
能
地
が
め
る
の
で
は
な
い
か
。
是
れ
私
が
蕊
に
検
討
し
ゃ
う
と
い
ふ
所
の

で
は
印
紙
税
も
)

も
の
で
あ
る
。

第
-
段

現
行
法
と
英
批
判

↓
現
行
法

t
|相
繍
税
と
登
録
耽
(
及
び
、
之
に
附
帯
し
て
印
紙
詑
)
と
を
併
せ
考
ふ
る
と
き
に
、
現
行
法
規
の
下

に
於
け
る
相
顔
、
輸
相
典
、
責
買
へ
の
課
税
は
下
の
如
く
で
、
動
産
と
不
動
産
と
知
舶
左
、
物
韓
の
異
る
に
よ
り
て

色
遣
っ
て
居
る
。

似
動
産
PIti--
に
は
整
録
枕
は
固
よ
り
之
?
、
課
税
は
責
買
に
は
か
か
ら
手
、
唯
相
襲
警
警
に
は
一
件

拙著、租税肝究、六巻、 3、 九巻、 301。
同上九巻、 303。
同上九巻、 295-296、Moll，Lehrbuch der Fw回日劇的5.Terhalle. Fw. S. 367・
375・l3iichner;Erbschafts-und Schenkungssteuer (Hdb. d. Fw. If). S. 315・
320. Handy， Inheritence and other like taXe!i" p. 67. Shultz. The taxation 
of inherito.Dce. p・327・

)
i
)
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三
銭
と
い
ふ
軽
微
い
ふ
に
足
ら
ぬ
も
の
の
み
か
か
る
。
主
と
し
て
は
相
繭
枕
の
み
が
問
題
と
な
る
。

バ
円
相
頑
|
|
動
産
の
相
頑
に
つ
い
て
は
、
不
動
産
舶
舶
と
一
緒
に
、
叉
共
等
の
物
と
同
等
に
、
家
督
相
績
に

て
は
五
千
園
、
遺
産
相
績
に
て
は
千
闘
が
}
免
税
黙
と
し
て
家
督
相
舗
と
遺
産
相
績
と
で
は
別
様
な
る
、
・
印
ち
前
者

に
後
者
よ
り
も
多
少
聴
き
率
に
於
け
る
累
進
税
を
課
す
る
。
共
の
結
果
と
し
て
、
金
高
の
大
な
る
も
の
に
な
る
と

可
な
ち
に
高
い
負
措
と
も
な
る
。

ろ
熔
奥

山
剥
族
可
〈
は
分
家
仁
劃
す
あ
附
興

川
何
千
回
以
上
の
も
の

!
lは
、
此
場
合
は
不
動
産
舶
舶
と
切
離
し
て
、
特
に
動
産
の
み
に
つ
き
、
共
脂

奥
と
同
時
に
共
を
ぱ
一
の
遺
産
相
績
の
開
始
と
見
倣
し
て
、
遺
産
財
績
な
み
の
累
準
積
率
を
趨
用
す
る
。
随
っ
て

E
額
の
謄
典
に
あ
り
で
は
可
な
り
に
高
き
耽
を
課
せ
ら
る
る
可
能
性
色
あ
る
け
れ
ど
も
、
貨
は
此
は
各
の
場
合
に

於
け
る
贈
奥
額
に
つ
い
て
の
分
割
課
税
だ
か
ら
、
之
を
巧
み
に
使
ふ
と
き
は
、
相
績
耽
の
累
進
課
枕
を
無
意
味
な

ら
し
め
る
こ
と
仁
も
な
る
。
即
ち
会
瞳
と
し
て

E
大
額
な
る
贈
奥
に
で
も
、
屡
ι
町
之
を
分
割
し
て
小
額
に
刻
み
て

行
へ
ば
、
割
合
に
低
き
積
し
か
か
か
ら
ぬ
こ
と
に
な
り
、
後
日
に
至
り
一
括
し
て
遺
産
相
績
と
し
た
よ
り
も
、
叉

は
、
家
督
相
績
と
し
た
よ
り
も
慈
か
に
低
い
課
税
で
摘
み
得
る
の
で
あ
る
凶

同
千
圃
未
満
の
も
の

川
い
相
績
開
始
前
一
年
以
内
の
も
の

l
lは
営
該
相
績
財
産
に
加
算
せ
ら
れ
て
、
共
上
に
て
合
計
額
が

柑
摘
税
と
登
録
枕
と
の
交
錯

第
三
十
八
巻

ブι

九

第
五
披

租税研究、九巻、 3[2。4) 



相
婚
枕
と
登
録
枕
と
の
突
錯

第
三
十
八
巻

九

O 

第
五
就

四

家
督
相
頑
に
て
は
五
千
回
以
上
、
遺
産
相
績
に
て
は
千
園
以
上
で
あ
れ
ば
、
凡
べ
て
相
嘗
な
る
累
準
相
繭
粧
を
課

せ
ら
れ
る
。
此
に
闘
す
る
限
り
は
、
各
輪
組
輿
に
於
け
る
分
割
課
税
で
な
く
、

一
定
の
も
の
の
一
括
課
税
だ
か
ら
し

て
、
贈
興
自
身
は
小
額
で
ゐ
っ
て
も
、
如
何
に
数
回
に
分
割
し
て
行
つ
で
も
、
他
の
相
績
財
産
と
の
合
計
が
大
で

あ
れ
ば
、
可
な
り
重
き
累
準
率
の
適
用
金
受
け
る
可
能
性
が
あ
る
。

吋
相
繭
開
始
前
一
年
を
超
ゆ
る
も
の

l
ー
に
は
無
在
と
な
る
。

肉
親
族
叉
は
分
家
以
外
の
者
へ
の
贈
輿

同
相
蘭
開
始
前
一
年
以
内
の
も
の
1
1
は
嘗
該
相
繭
財
産
に
加
算
し
た
る
上
に
て
、
家
督
相
績
は
五
千

回
以
上
、
遺
産
相
頑
は
一
千
回
以
上
と
な
れ
ば
、
相
営
な
る
累
進
相
績
読
が
か
け
ら
れ
る
の
で
め
り
、
其
結
果
、

其
謄
興
自
瞳
は
極
め
て
小
額
の
も
の
で
め
っ
て
も
、
可
な
り
に
高
‘
昔
、
課
穂
率
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ

る。

制
相
績
開
始
前
一
年
を
超
ゆ
る
も
の
ー
ー
は
無
税
で
あ
る
。

は
貰
買
ー
ー
に
は
、
相
績
穂
、
整
録
稜
は
勿
論
か
か
ら
中
、
印
紙
税
も
、
特
殊
の
頁
貝
に
附
帯
す
る
も
の
(
物

品
切
手
、
受
取
書
の
如
き
)
を
別
'
と
し
て
は
、
正
常
例
と
し
て
は
か
け
ら
れ
な
い
。

間
不
動
産

い
相
績
別
相
語
読

1
l不
動
産
の
相
績
の
場
合
に
は
、
舶
舶
動
産
正
一
緒
に
又
其
と
同
等
に
、
家
替
相
積
で
は
五



千
回
以
上
、
遺
産
相
績
で
は
千
回
以
上
の
と
き
は
、
家
替
相
績
、
遺
産
相
績
、
各
相
蛍
な
る
累
進
税
率
を
適
用
し

て
課
税
す
る
こ
と
は
、
前
に
動
産
の
相
績
に
つ
い
て
い
ふ
た
と
同
じ
で
あ
る
。

間
登
録
枕
1

1
相
績
の
結
果
、
不
動
産
な
れ
ば
必
然
に
(
第
三
者
に
針
抗
す
る
魚
め
て
登
記
を
受
く
る
こ

と
に
な
る
。
此
場
合
、
共
の
不
動
産
債
格
に
比
例
て
し
千
分
の
五
の
登
録
概
念
か
け
ら
れ
る
。
主
〈
一
炉
婚
典
や
寅
…
只

の
共
に
比
し
て
あ
ま
り
に
色
低
く
な
っ
て
居
る
の
は
、
別
に
相
績
稜
が
か
け
ら
れ
る
こ

2
を
考
慮
し
た
も
の
で
め

4
0

。

間
印
紙
枇
|
|
別
に
不
動
産
の
相
績
に
闘
し
Z
謹
書
伝
作
成
し
に
と
き
は
一
件
、
二
銭
乃
五
一
闘
の
階
級

印
紙
税
が
か
か
る
。
併
し
此
は
必
や
し
も
起
ら
ぬ
し
、
起
っ
た
と
し
て
色
、
極
め
て
低
い
視
で
、
殆
ん

E
い
ふ
に

足
ら
ぬ
も
の
で
は
あ
る
。

、、‘，
Jろ
贈
奥

rd

・-、、
川
相
績
開
始
前
一
年
以
内
の
も
の

仙
川
相
績
枕
!
|
l
営
該
相
績
財
産
に
加
算
し
た
る
上
に
で
、
家
督
相
績
で
は
五
千
間
以
上
、
遺
産
相
績
な

れ
ば
千
国
以
上
の
と
き
は
、
相
蛍
な
る
泉
匙
課
税
を
行
ふ
こ
と
、
前
に
動
産
に
つ
き
い
ふ
た
と
同
じ
で
め
る
。

制
登
録
積
|
|
此
に
て
必
然
、
登
記
念
受
く
る
こ
と
と
な
ら
う
が
、
然
る
と
き
は
贈
奥
不
動
産
債
格
の

千
分
の
四
十
五
と
い
ふ
可
な
り
高
き
登
録
税
を
か
け
ら
れ
る
。
こ
れ
だ
げ
か
ら
い
ふ
と
、
相
績
の
方
が
贈
奥
井
」
す

る
よ
り
も
却
っ
て
枕
が
聴
い
。
随
っ
て
相
繭
視
を
逃
れ
る
矯
め
に
、
相
績
の
代
り
に
贈
典
の
形
を
と
る
こ
と
は
、

相
績
枕
と
登
録
我
と
の
交
錯

第
三
十
八
巻

九

第
五
就

五



相
績
枕
と
登
録
我
と
の
交
錯

第
三
十
八
巻

九

第
五
披

ムノ、

此
れ
か
ら
い
ふ
て
は
起
ら
ぬ
こ
と
だ
。
ひ
し
ろ
贈
奥
と
す
べ
き
も
の
を
相
績
'
と
し
た
方
が
有
利
だ
と
も
い
へ
る
。

付
印
紙
枕
|
|
不
動
産
贈
典
に
つ
き
謹
書
を
作
成
す
れ
ば
、
別
に
一
件
、
二
銭
乃
至
一
固
と
い
ふ
階
級

印
紙
就
が
か
け
ら
れ
る
。

間
相
績
開
始
前
一
年
を
超
ゆ
る
も
の

同
相
頑
枕
ー
ー
は
、
此
に
か
か
ら
ぬ
。

刷
聾
鎌
耽
|
|
不
動
産
用
典
に
は
必
然
、
判
官
記
が
行
は
れ
、
共
に
は
共
償
格
千
分
の
四
十
五
の
魯
鈍
枕

、

が
か
け
ら
れ
る
。
前
に
も
い
ふ
如
〈
相
績
開
始
一
年
以
内
の
贈
奥
だ
と
、
贈
輿
の
方
が
相
頗
よ
り
も
重
き
課
税
と

な
る
が
、
相
頑
開
始
前
一
年
を
超
ゆ
る
も
の
で
は
、
贈
奥
に
は
登
銑
税
が
か
か
っ
て
も
相
績
読
が
か
か
ら
ぬ
か
ら

相
績
の
や
う
に
登
録
税
は
安
く
て
も
、
相
績
枕
が
累
進
的
に
か
か
る
も
の
と
比
較
す
る
と
、
大
額
の
色
き
は
贈
奥

の
方
が
負
措
軽
き
こ
と
に
な
り
、
小
額
の
と
き
は
相
績
の
方
が
軽
負
携
と
な
る
。

付
印
紙
税
|
|
不
動
産
贈
輿
に
つ
き
謹
書
を
作
成
す
れ
ば
一
件
、
二
銭
乃
至
一
国
の
印
紙
税
が
か
か

0
 

4
Q
 

は
曹
(
買

細
川
相
績
税
|
|
は
固
よ
り
此
に
か
か
ら
ぬ
。

間
登
録
枕
|
|
登
記
す
る
と
し
て
、
共
不
動
産
領
格
の
千
分
の
三
十
三
を
課
す
。
此
は
比
例
視
で
婚
輿
の

と
き
よ
り
も
聴
い
か
ら
、
ぞ
し
て
相
績
積
も
か
か
ら
白
か
ら
、
贈
典
を
ば
貰
買
と
す
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
、

層



軽
き
負
携
に
て
掛
h
u
。

間
印
紙
税
|
|
貰
買
の
謹
書
を
作
成
す
る
と
き
、

何
舶
舶

い
相
積
問
相
槙
枕
|
|
相
績
の
と
き
に
は
、
他
の
動
産
不
動
産
と
共
に
且
つ
同
様
に
、
家
替
相
舗
な
れ
ば
五
千
固

一
件
毎
に
二
銭
乃
至
一
聞
の
印
紙
積
が
か
か
る
。

以
上
、
遺
産
相
舗
な
れ
ば
千
園
以
上
の
場
合
に
、
家
替
相
績
、
遺
産
相
繍
共
冷
に
異
っ
た
高
さ
の
累
進
税
を
課
せ

ら
れ
る
c間

整
録
積
|
|
塾
記
を
伴
ふ
で
あ
ら
う
が
、
然
る
と
き
は
紐
舶
債
格
に
比
例
し
て
千
分
の
三
の
登
録
税
を

課
す
。

同
印
紙
積
l
!
艦
舶
相
績
に
闘
し
謹
舎
を
作
れ
ば
一
件
、
二
銭
乃
至
一
固
の
印
紙
税
が
か
か
る
。

ろ
贈
奥
川
相
績
開
始
前
一
年
以
内
の
も
の

同
相
績
稜
l
l
l
営
該
相
舗
財
産
に
加
算
し
た
る
上
い
て
、
家
督
相
績
は
五
千
固
以
上
、
遺
産
相
績
は
千

園
以
上
で
あ
れ
ば
、
家
替
相
蘭
、
遺
産
相
績
各
相
嘗
な
る
累
進
相
積
暁
を
課
す
。

同
登
録
枕

l
l登
記
を
す
れ
ば
舶
舶
債
格
の
千
分
の
三
十
五
を
課
す
る
。
こ
れ
か
ら
い
ふ
と
相
績
の
方

が
贈
興
よ
り
も
軽
い
負
措
と
な
る
。

相
績
枕
と
登
録
枕
と
の
交
錯

第
三
十
八
巻

九
三
三

第
五
就

七



相
続
税
主
登
録
税
主
白
交
錯

第
三
十
八
巻

九
三
回

第
五
披

i¥. 

付
印
紙
税
|
|
l
贈
奥
の
謹
書
を
作
れ
ば
一
件
、
二
銭
乃
至
一
闘
を
課
せ
ら
れ
る
J

川
内
相
縄
開
始
前
一
年
を
超
ゆ
る

4
の

ぺ
同
相
繭
耽
!
l
E

は
か
か
ら
ぬ
。

川
円
盤
銑
税
1
1
1
登
記
に
は
千
分
の
三
十
五
を
課
す
。
其
矯
め
大
額
だ
と
相
績
と
す
る
よ
り
も
謄
輿
と
す

る
の
が
負
婚
を
軽
く
す
る
所
以
で
あ
り
、
小
額
だ
と
相
舗
と
し
た
方
が
負
携
が
軽
い
。

ω印
紙
税
i
|
附
興
の
誼
設
を
作
れ
ば
一
件
、
一
一
儲
乃
憲
一
闘
の
叩
紙
枕
が
か
か
る
。

は
寸
賀
町
民

川
相
績
既
ー
ー
は
か
か
ら
向
。

同
登
録
耽
|
|
登
記
に
は
債
格
の
千
分
の
二
十
三
を
課
す
。
で
一
の
移
轄
を
贈
典
と
し
た
よ
り
も
頁
買
と

し
た
方
が
一
一
層
負
擦
が
軽
き
こ
と
を
得
る
。

間
印
紙
耽
|
|
買
買
謹
書
を
作
れ
ば
一
件
、
二
銭
乃
至
一
困
の
印
紙
枕
を
課
せ
ら
れ
る
。

に
共
批
判
l
l
i
以
上
に
劃
し
て
は
次
の
如
き
批
剣
が
魚
さ
れ
る
。

一
山
物
瞳
の
種
類
に
よ
る
差
等
課
枕
|
|
上
に
い
ム
如
く
、
相
頑
枕
登
録
桂
及
印
紙
枕
に
於
て
、
物
種
の
異
る
に

よ
り
待
遇
を
異
に
す
る
。
印
ち
詳
し
く
い
ふ
と
、
動
産
に
は
整
録
積
を
課
せ
中
、
印
紙
税
も
少
く
と
も
其
買
買
に

は
課
せ
宇
(
尤
も
動
産
取
引
に
関
係
し
て
物
品
切
手
や
受
取
書
の
印
紙
税
が
か
か
っ
た
り
、
取
引
所
取
引
に
つ
い

て
取
引
税
が
か
け
ら
れ
た
り
す
る
こ
と
は
あ
る
)
、
不
動
産
舶
舶
に
の
み
準
銑
積
を
課
し
、
不
動
産
と
舶
舶
と
で
は



不
動
産
に
舶
舶
よ
り
も
重
〈
整
録
読
を
課
し
(
印
紙
読
は
同
等
だ
が
て
相
績
積
に
て
は
、
動
産
と
不
動
産
舶
舶
と

で
別
の
待
遇
を
魚
し
、
共
の
矯
め
時
と
し
て
前
者
が
一
層
重
く
な
り
、
時
と
し
て
は
後
者
の
方
が
一
一
暦
重
く
な
る

こ
と
を
生
や
る
が
、
そ
の

い
動
産
に
官
官
録
枕
を
課
し
な
い
の
は
I
l
l
t
N
に
整
記
制
度
の
な
い
か
ら
で
、
此
は
島
田
町
慌
の
事
と
し
な
け
れ
ば

な
ら
ぬ
。ろ
動
産
の
賓
買
に
印
紙
暁
ぞ
課
せ
十
し
て
不
動
産
舶
舶
に
の
み
之
を
課
す
る
の
は
|
|
動
産
だ
か
ら
と
い
ふ

〆
a-¥

て
を
〈
給
付
能
力
な
し
と
し
に
の
で
は
な
い
。
に
だ
特
ド
此
の
動
産
の
寅
買
取
引
は
日
常
頗
繁
仁
明
は
れ
る
も
の

で
も
あ
り
、
捕
捉
難
又
は
誼
既
日
那
と
い
ふ
こ
と
も
あ
る
の
で
、

一
層
の
こ
と
、
凡
ぺ
て
之
を
不
課
税
ー
と
し
た
の
で

あ
る
。

ω墾
録
一
枕
に
て
舶
舶
よ
り
も
不
動
産
に
一
層
重
く
課
す
る
の
は
|
|
大
鯉
、
不
動
産
に
於
て
一
層
大
な
る
給

付
能
力
を
認
め
た
結
果
で
あ
る
。

に
相
麗
稜
に
て
動
産
と
不
動
産
舶
舶
と
を
別
待
遇
す
る
の
は
ー
ー
ー
動
産
に
は
整
銑
耽
が
か
か
ら
宇
し
て
、
不

動
産
購
舶
に
此
が
か
か
る
矯
め
で
め
る
。
併
し
共
の
登
録
積
は
比
例
積
で
あ
る
の
に
、
相
韻
枕
は
累
進
税
で
あ
る

か
ら
、
負
措
が
不
釣
A
月
の
も
の
と
な
る
と
い
ふ
の
を
避
け
ら
れ
な
い
け
。
で
此
結
は
均
衡
を
得
る
や
う
に
改
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

以
上
、
物
瞳
の
異
る
矯
め
に
生
十
る
負
携
の
相
違
に
は
其
今
相
嘗
の
理
由
も
あ
る
し
(
た
だ
前
記
に
の
詑
明
は

棺
撹
枕
と
登
高
崎
枕
と
の
交
錯

第
三
十
八
巻

九

第
五
時
抗

九
三
五

Marco， Fw. S 呈75.
租税肝究九巻、 327

5) 
。)



相
績
裁
と
奄
誌
税
と
の
交
錯

第
三
十
入
港

:Jt. 

ノ、

第
五
鵠

O 

不
満
足
だ
が
)
賃
施
上
に
も
、
其
物
韓
の
相
違
は
嘗
局
者
と
て
も
一
見
、
見
分
け
が
つ
〈
し
、
義
務
者
に
て
も
之

み
ど
誤
魔
化
す
こ
と
は
な
つ
か
し

t
、
大
龍
、
共
れ
に
大
し
た
賀
行
上
の
故
障
も
な
く
し
て
掛
h
u
。
た
だ
此
に
で
も

詳
し
〈
い
ふ
と
、
今
日
の
自
由
交
通
制
の
下
に
、
動
産
、
不
動
産
、
舶
舶
は
自
由
に
他
の
物
へ
代
り
行
く
こ
と
が

出
来
、
負
携
の
軽
重
を
考
へ
て
、
例
之
.
抽
出
め
不
動
産
を
手
離
し
て
動
産
に
し
て
置
〈
と
い
ふ
こ
と
・
も
出
来
、
此

聞
に
若
干
、
遺
脱
の
館
地
が
あ
る
。
併
し
又
共
に
も
多
少
の
面
倒
が
あ
り
、
ま
た
犠
蛙
が
入
る
。

仰
向
一
物
鯉
と
し
て
相
舗
、
婚
典
、
責
買
と
い
ふ
移
轄
形
式
の
異
る
斜
め
の
負
捨
の
相
違
ー
ー
に
つ
い
て
は
、

先
づ

い
開
論
上
ー
ー
に
は

問
責
買
を
相
績
贈
奥
よ
り
も
一
層
軽
課
す
る
こ
と
|
ー
は
、
前
者
の
有
償
給
付
士
る
に
劃
し
、
後
者
の
無

償
給
付
た
る
こ
と
に
よ
り
て
、
大
韓
前
者
よ
り
も
後
者
に
於
て
能
力
の
一
層
大
な
る
こ
と
を
推
定
し
て
誤
り
な
き

こ
と
で
説
明
が
つ
く
。

向
精
典
と
相
頑
ー
と
の
問
l
l
仁
つ
い
て
は
、
課
税
方
法
を
多
少
異
に
す
る
矯
め
、
上
記
に
で
も
明
か
な
る

如
く
、
相
績
の
方
が
一
一
層
負
措
の
重
い
場
合
と
、
贈
奥
の
方
が
却
っ
て
一
一
暦
重
い
場
合
と
を
生
じ
て
居
る
。
此
一
一

の
も
の
に
て
は
何
れ
が
至
嘗
で
あ
ら
う
か
。

同
一
方
か
ら
い
ふ
と
、
相
績
と
婚
典
と
を
比
較
し
て
脊
し
く
無
償
給
付
と
い
ふ
て
も
、
相
績
の
方
に
一

屠
軽
課
す
る
を
至
嘗
と
す
る
理
由
も
あ
る
。
と
い
ふ
の
は
多
〈
の
場
合
、
熔
典
と
い
へ
ば
h
u
し
ろ
他
人
へ
の
共
で

AntweHer， Erbschaftsteuer und Sor.iale Rciorm. S. 51 7) 



あ
り
、
之
を
受
け
た
る
人
に
於
て
、
他
の
人
格
者
の
有
っ
て
居
た
物
を
新
に
耽
受
し
に
。
耐
も
某
が
必
や
し
も
嘗

然
の
牧
受
物
で
な
く
共
に
て
、
共
以
前
よ
り
も
経
済
上
の
地
位
の
上
っ
た
こ
と
を
切
寅
に
戚
十
る
の
で
あ
る
。
虚

が
相
績
に
て
は
少
数
な
る
他
人
へ
移
る
場
合
は
兎
に
角
、
大
多
数
は
親
族
へ
、
特
に
同
一
の
家
に
生
活
し
た
る
者

而
か
も
親
か
ら
子
へ
移
る
の
が
多
い
の
だ
が
、
然
る
と
き
に
、
共
相
麗
人
に
於
て
は
之
を
受
く
る
事
を
営
然
と
す

る
の
考
が
あ
り
、
叉
、
同
家
に
て
共
同
生
活
し
た
立
場
か
ら
見
れ
ば
相
績
人
に
於
て
共
相
頑
財
産
を
ば
被
相
績
人

と
共
有
し
に
気
持
が
め
り
、
相
績
し
七
か
ら
と
い
ふ
て
新
七
仁
主
(
軽
油
開
上
の
地
位
が
高
く
な
っ
に
と
は
考
へ
ら
れ

な
い
と
い
ふ
こ
と
も
あ
る
。
一
史
に
今
一
に
は
.
特
に
家
替
相
績
に
闘
し
既
に
現
行
法
制
に
て
も
掛
酌
し
て
居
る
こ

と
だ
が
、
相
績
者
に
於
て
相
績
し
た
以
上
は
.
共
に
附
帯
し
て
耀
漕
上
に
・
色
精
紳
上
に
も
色
ム
ザ
の
義
務
を
負
は
さ

れ
る
と
い
ふ
こ
と
も
あ
る
。
だ
か
ら
し
て
、
大
睡
、
相
績
の
方
を
(
特
に
家
替
相
績
を
)
婚
輿
よ
り
も
一
一
暦
軽
課
し

て
然
る
べ
き
も
の
と
い
へ
る
。

同
併
し
他
方
か
ら
い
ふ
と
、
贈
興
が
貨
は
ぞ
ん
な
に
見
た
所
ほ
ど
無
償
な
も
の
で
は
な
〈
、
受
贈
者
に
於

て
舎
で
何
等
か
贈
典
者
に
卦
し
て
サ

1
ピ
λ

を
錯
し
た
る
こ
と
あ
る
の
故
に
、
共
に
劃
す
る
謝
檀
と
い
ふ
意
味
の

あ
る
の
が
通
例
で
、
ス
宝
〈
何
等
の
サ

1
ピ
λ

を
壷
さ
な
か
っ
た
者
へ
或
か
た
ま
っ
た
物
を
婚
興
す
る
と
い
ふ
こ
と

は
殆
ん
ど
ゐ

b
得
な
い
。
結
局
、
贈
奥
は
た
だ
現
在
、
代
償
の
伴
は
な
い
一
方
的
給
付
を
意
味
し
、
長
い
時
を
取
っ

て
見
れ
ば
何
等
か
の
代
償
が
存
在
し
て
、
賞
に
於
て
は
交
換
、
貰
買
と
異
ら
ぬ
の
で
め
る
。
さ
う
見
れ
ば
全
〈
の
無

償
給
付
た
る
相
績
に
比
し
て
は
一
一
層
給
付
能
力
乏
し
く
、
一
層
軽
課
し
て
然
る
べ
し
k
も
見
ら
れ
る
。
尤
も
此
離
か

相
捜
検
主
義
枕
と
の
交
錯

第
三
十
八
巻

九
三
七

第
五
披

Moll， a. a. O. S・598.
租税研究一巻 300、同上、十巻 170-173、 Shultz，1. c. p. 18). Antweiler， 
u. a. O. S. 5 
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相
績
殺
と
登
録
稔
と
の
交
錯

第
三
十
八
拳

九

i¥ 

第
五
披

ら
い
ふ
と
、
相
績
に
で
も
時
と
し
て
は
相
績
人
が
直
接
に
少
か
ら
や
被
相
績
人
の
財
産
の
造
成
に
貢
献
し
て
居
っ

た
と
い
ふ
こ
と
が
あ
り
、
共
は
併
し
h
u
し
ろ
稀
な
る
こ
と
で
あ
る
が
、
可
な
り
に
多
〈
、
相
頼
人
が
間
接
に
、
被

相
績
人
の
尉
産
の
増
殖
に
貢
献
し
て
居
つ
に
と
い
ふ
こ
と
が
あ
る
。
卸
ち
相
績
人
は
被
相
績
人
の
愛
の
封
象
た
る

こ
と
が
少
〈
な
く
、
枇
相
頼
人
の
愛
人
で
あ
り
、
慰
安
者
で
あ
り
、
刺
戟
者
で
も
あ
っ
て
、
被
相
績
人
一
か
共
相
輝

人
の
矯
め
に
叫
財
産
を
多
〈
遺
し
て
や
ら
う
L
」
い
ふ
強
き
希
望
を
い
だ
き
、
其
の
矯
め
に
努
力
し
た

νい
ふ
こ
ん
』
が

可
な
り
に
多
い
。
共
れ
だ
け
に
て
は
相
績
人
は
間
接
な
れ
ど
も
被
相
績
人
の
財
産
の
造
成
に
貢
献
し
た
の
で
あ
り

前
に
婚
輿
の
場
合
の
受
贈
者
の
サ
!
ピ
ス
に
仰
に
も
の
が
め
る
。
た
だ
併
し
脚
輿
の
場
ん
け
に
は
針
償
は
自
ら
相
山
崎

な
る
均
衡
を
得
て
、
買
買
に
迩
き
傾
が
あ
る
の
に
、
此
相
模
の
場
合
に
は
受
く
る
物
と
授
け
で
物
と
の
問
に
於
け

る
均
衡
が
得
ら
れ
守
、
責
買
と
は
大
に
距
離
の
め
る
も
の
で
あ
り
、
無
償
の
意
義
が
一
一
層
強
い
も
の
で
あ
る
。
そ

し
て
直
接
に
相
績
人
が
被
相
績
人
の
財
産
造
成
に
貢
献
す
る
も
の
に
至
り
で
は
な
し
ろ
稀
な
る
場
合
で
あ
る
。

か
く
考
ふ
る
に
於
て
贈
奥
軽
課
の
論
結
と
相
績
軽
課
の
論
貼
と
が
並
立
す
る
こ
と
に
な
る
。
然
り
と
す
れ
ば
大

龍
、
此
ご
の
も
の
は
封
等
に
課
税
す
る
の
を
歪
嘗
と
す
と
い
ふ
て
可
い
。

け
門
賞
行
上

l
l
tか
ら
い
ふ
て
色
、
相
麗
と
贈
典
と
を
封
等
に
課
税
し
に
方
が
、
一
層
甘
く
行
〈
。
加
之
、
此

二
の
も
の
合
ぱ
、
買
買
と
も
同
等
に
課
税
し
た
方
が
蓮
脆
を
防
ヤ
に
都
合
が
よ
い
。
共
に
よ
り
て
、
相
績
の
代
b

に
贈
典
を
、
贈
典
の
代
り
に
貰
買
を
偲
帯
す
る
志
の
を
防
ぎ
得
る
。
叉
.
逆
に
.
貰
買
を
贈
輿
と
し
、
謄
興
を
相

績
と
す
る
も
の
を
色
防
ぎ
得
る
。
或
は
親
族
問
、
特
に
親
子
の
聞
の
貰
買
は
一
腰
.
相
績
又
は
少
く
と
も
贈
典
税

日)租枕研究一巻、 3∞、同ょ、大谷、 251.Moll， a. a. O. S. :596. Terhalle. a. a 
0;'8. 382. AnLweiler; a. a. O. S. 58. 
租枕研究六巻251l¥iarco， a. a. O. S. 281 



を
逃
れ
る
矯
め
の
恒
栴
ピ
と
推
定
し
て
、
此
の
貰
民
営
認
め
や
と
い
ふ
こ
と
も
出
来
る
が
、
併
し
今
日
の
箇
人
主

義
の
相
営
に
普
及
し
て
居
る
時
代
に
は
、
親
子
聞
に
も
責
買
が
な
い
と
は
い
へ
ぬ
。
叉
、
積
の
吠
第
に
よ
り
で
は

之
を
認
め
て
も
少
し
も
蓮
脆
の
弊
に
陥
ら
ぬ
こ
と
も
あ
る
。
叉
、
相
績
は
親
族
問
の
み
で
、
他
人
に
は
行
は
れ
ぬ

も
の
と
も
限
ら
な
い
。
他
人
へ
の
相
績
は
凡
ペ
て
頁
買
又
は
贈
典
の
代
り
だ
と
も
い
へ
な
い
。
で
夫
の
三
の
も
の

を
凡
ペ
て
同
等
と
し
た
方
が
貨
行
上
は
便
利
で
あ
る
。
け
れ

E
色、

は
理
論
貰
際
の
調
和

l
i共
れ
で
は
あ
ま
り
に
理
論
上
の
立
場
を
無
税
す
る
こ
と
に
な
る
。
共
慮
で
、
之
を

J
e

・、

調
和
す
る
矯
め
に
は
、
プ
ガ
に
、
翼
民
と
い
ふ
も
の
と
、
他
方
に
相
繭
贈
興
と
を
封
立
ぜ
し
め
て
、
胸
典
を
相
繍

な
み
に
課
す
る
の
が
趨
宮
と
考
へ
ら
る
る
。
但
し
贈
奥
を
相
績
と
同
等
に
課
す
る
と
し
て
色
、
相
績
開
始
前
一
年

を
超
ゆ
る
も
の
却
も
相
績
よ
り
も
遠
き
時
に
於
け
る
も
の
の
如
き
は
、
共
婚
典
の
時
冷
に
課
積
す
る
外
な
い
。
併

し
然
る
と
き
は
高
き
累
進
税
を
遺
脱
す
る
方
法
と
し
て
、
か
か
る
以
前
よ
ち
し
て
の
分
割
贈
典
を
行
ふ
の
可
能
性

を
生
中
る
か
ら
、
共
を
防
ヤ
矯
め
に
は
、

一
一
際
、
贈
典
の
時
冷
に
課
麗
し
つ
つ
、
相
績
の
行
は
る
る
際
に
な
っ
て

再
集
計
を
行
っ
て
追
加
課
税
す
べ
き
も
の
は
、
之
を
敢
て
す
る
外
な
い
。

以
上
、
現
行
法
の
批
判
を
矯
し
つ
つ
、
共
の
改
め
ら
る
べ
き
大
綱
を
遮
べ
た
が
、
次
段
に
於
て
英
詳
し
色
の
を

一
見
め
て
謹
ベ
ゃ
う
。

第
二
段

現
行
法
改
正
-
案

相
摘
我
と
を
銭
務
と
の
交
錯

第
三
十
八
巻

九

:JL 

第
五
務

nuchner， a. u. O. S. 320“ Sbultz. 1. c. p. :)28. 13) 



相
撤
枕
と
登
録
枕
と
の
交
錯

第
三
十
八
巻

四
O 

第
五
披

四

以
上
の
考
察
を
本
と
し
て
私
は
次
の
如
〈
に
現
行
法
を
改
定
し
ゃ
う
と
思
ふ
。

一
動
産

め
貰
買
1

1
動
産
の
貰
買
に
は
相
績
税
局
乞
準
用
し
て
か
け
る
こ
と
は
出
来
ぬ
。
登
録
積
色
、
登
記
な
き
動
産
に

之
を
課
す
る
尚
も
な
い
。
強
ゐ
て
か
け
る
な
ら
ば
印
紙
税
で
め
る
。
此
は
問
題
と
は
な
る
。
特
に
寅
上
抵
の
如
き

問
題
と
も
な
る
が
、
共
に
し
て
も
共
は
替
業
者
の
買
上
に
課
す
る
の
に
止
ま
り
、
凡
べ
て
の
責
買
に
で
は
な
い
。

此
は
日
常
頻
繁
に
起
る
も
の
で
め
る
か
ら
、
此
に
必
中
課
す
る
と
し
て
は
煩
に
堪
へ
十
、
叉
行
ふ
て
色
遁
脆
を
多

〈
生
じ
ゃ
う
。
で
h
u
し
ろ
止
め
に
が
可
い
。
暇
令
、
此
を
無
税
と
す
号
斜
め
に
動
相
模
や
謄
輿
や
が
此
を
比
ハ
遁
腕

方
法
と
し
て
遣
な
と
も
、
其
は
致
方
も
な
し
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
叉
、
親
族
問
に
こ
の
動
産
の
責
買
を
ば
雷

局
者
が
注
意
し
た
と
き
に
は
、
共
は
相
績
又
は
贈
典

rと
推
定
し
(
例
之
、
株
券
を
貰
買
し
た
と
き
の
如
し
)
、
嘗

事
者
之
を
否
定
し
た
な
ら
ば
、
伎
を
し
て
反
誼
を
奉
げ
し
め
れ
ば
宜
し
い
。
其
の
上
に
も
多
少
は
営
事
者
の
道
義

心
に
も
訴
へ
て
、
世
間
周
知
の
相
績
又
は
謄
奥
闘
係
を
買
買
と
は
さ
せ
な
い
や
う
に
す
る
こ
と
を
梓
る
。

同
相
績
贈
奥

1
l動
産
の
共
に
は
登
録
麓
は
か
け
ら
れ
な
い
こ
と
い
ふ
ま
で
も
な
し
と
し
て
、
印
紙
枕
は
か
け

れ
ぬ
こ
と
は
な
い
。
此
に
は
責
買
と
は
異
り
、
現
に
其
闘
係
誼
蓄
に
極
め
て
些
細
な
が
ら
も
、
か
け
ら
れ
て
居
る
。

共
は
そ
れ
で
宜
し
い
。
此
方
は
責
買
の
や
う
に
日
常
頻
繁
に
現
は
れ
る
志
の
で
な
い
か
ら
、
其
度
毎
に
軽
小
の
印

紙
税
そ
負
は
せ
て
宜
し
い
。
勿
論
、
不
動
産
舶
舶
に
比
し
て
は
、
犬
躍
に
て
多
少
給
付
能
力
の
之
し
い
こ
と
を
考

慮
し
ち
然
る
べ
き
だ
u

勿
論
あ
ま
り
に
大
な
聞
き
は
つ
け
ぬ
が
良
い
。
現
在
の
程
度
な
ら
ば
忍
ば
れ
る
。
相
績
税



は
相
績
に
の
み
で
な
く
、
贈
典
に
も
同
様
に
課
し
た
が
良
い
。
た
行
贈
典
に
は
共
性
質
上
、
多
少
特
段
な
る
課
積

が
必
要
と
な
る
。

け
一
千
固
以
上
の
も
の
ー
ー
は
謄
典
の
度
毎
に
相
績
と
同
等
に
、
詳
し
く
い
へ
ば
遺
産
相
績
と
見
倣
し
て
相

営
課
枕
す
る
。
親
族
又
は
分
家
へ
の
共
の
み
な
ら
争
、
他
人
へ
の
品
、
此
れ
だ
け
に
て
は
同
等
に
課
す
る
。
其
が

相
鰻
開
拍
前
一
年
以
内
の
も
、
共
以
前
の
も
凡
ペ
で
此
の
如
〈
に
課
税
す
る
。
そ
し
て
か
〈
一
定
最
低
額
以
上
の

凡
ぺ
て
の
贈
典
を
相
績
に
準
じ
ゃ
う
と
い
ふ
の
は
、
ヤ
し
ろ
記
代
立
法
の
一
の
傾
と
し
て
良
い
。
併
し

hrtし
て

共
都
民
裸
粧
し
C
品
、
北
ハ
贈
興
者
の
相
絹
時
に
な
っ
て
、
北
ハ
憶
時
の
杭
相
繭
人
的
託
手
相
繭
尉
産
制
じ
、
前
引
即
日

諸
の
耐
用
典
額
の
杢
瞳
を
も
通
算
し
て
共
に
相
官
な
る
累
準
暁
額
(
相
官
に
高
き
)
か
ら
、
前
記
脂
興
に
際
し
て
課
し

た
る
税
額
を
差
引
き
て
残
る
だ
け
を
.
相
績
耽
と
し
て
か
け
る
こ
と
と
す
る
。
之
に
よ
り
て
脂
典
名
義
に
よ
る
分

割
課
税
の
謹
腕
手
段
を
防
止
す
み
。

ろ
一
千
園
以
下
の
も
の

何
相
績
開
始
前
一
年
以
内
の
も
の

l
lに
限
り
相
績
時
に
於
け
る
相
績
財
産
に
加
算
し
て
相
営
の
累
謹
課

積
を
行
ふ
。間
相
績
開
始
前
一
年
を
超
ゆ
る
色
の
|
|
a
は
不
課
税
と
す
る
。
共
ま
で
追
及
す
る
の
は
繁
に
堪
へ
ぬ
ω

或

一
千
園
以
下
に
小
刻
み
し
て
蓮
脆
を
計
る
も
の
が
め
り
得
る
が
、
其
は
金
腫
上
に
は
大
し

は
之
め
る
に
よ
り
て
、

仁
も
の
で
は
あ
る
ま
い
。

相
頼
枕
と
登
録
殺
と
の
交
錯

第
三
十
八
巻

第
五
競

五

九
四

14) Buchner， a， a. O. S. 315. Handy， I. c. p. 26 



相
績
税
と
登
録
税
と
の
交
錯

第
三
十
八
巻

丸
~g 

第
五
山
田

ム

ノ、

二
不
動
産

例
印
紙
税
|
|
不
動
産
の
所
有
樺
移
轄
に
闘
す
る
階
級
印
紙
一
枕
は
動
産
の
謹
書
(
買
買
以
外
の
所
有
棋
移
轄
の
)

の
定
額
印
紙
税
と
比
照
し
て
大
膿
不
常
で
は
あ
る
ま
い
か
ら
、
先
づ
共
催
に
す
る
と
し
て
、

町
相
績
税
登
録
税

い
責
買
ー
ー
に
は
、
国
よ
り
相
績
穂
を
か
け
る
こ
と
は
出
来
ぬ
。
登
録
税
一
か
債
格
の
千
分
の
二
一
十
三
な
の
は

此
も
過
賞
で
な
い
。
併
し
相
績
耽
が
累
進
穂
な
る
と
の
闘
係
上
.
動
も
す
れ
ば
、

E
額
の
相
績
の
場
合
に
、
貰
貝
.

形
式
含
と
る
恐
が
め
る
。
そ
れ
は
親
族
問
仁
し
て
特
に
一
周
さ
時
の
間
に
引
繍
き
敷
聞
に
一
且
り
て
、
会
慨
に
で

E
制

に
上
ぽ
品
、
不
動
産
資
質
ぞ
行
つ
仁
と
す
れ
ば
勿
論

rH炉
、
例
府
一
凹
行
つ
れ
と
し
て
も
央
制
約
一
成
政
以
上
』
大

い
と
き
は
、
一
臆
、
営
局
者
に
て
相
積
の
偲
帯
で
は
な
い
か
と
推
定
し
て
抑
制
す
る
外
な
い
。
或
は
此
貰
買
の
登

録
枕
を
累
遊
説
と
す
る
こ
と
に
よ
り
て
相
繭
挽
と
の
鈎
合
を
取
れ
と
も
考
へ
ら
れ
る
が
、
貰
買
は
日
常
事
で
あ
り

(
動
産
に
比
し
て
は
少
い
が
て
或
度
ま
で
頻
繁
に
起
り
、
各
物
腰
、
箇
別
的
に
現
は
れ
て
、
共
か
ら
し
て
、
営
事
者
の

杢
鵠
の
能
カ
の
大
小
を
ぱ
見
る
と
と
の
出
来
な
い
も
の
だ
か
ら
し
て
、
此
は
比
例
視
と
し
て
置
く
よ
り
外
な
く
、

相
績
の
知
〈
、
大
低
は
、
補
ι
午
、
氷
き
時
の
間
隔
を
置
い
て
現
は
れ
、
会
瞳
と
し
て
纏
つ
に
財
産
が
物
瞳
と
な
り
、

共
大
き
か
ら
し
て
賞
事
者
の
殆
ん
ど
杢
き
人
的
給
付
能
力
を
も
推
定
し
得
て
、
随
っ
て
累
進
税
が
最
有
意
義
で
あ

b
、
叉
之
を
適
用
す
る
の
を
格
別
、
不
便
と
せ
ぬ
も
の
と
は
、
到
底
、
一
様
に
取
扱
ふ
こ
と
は
出
来
な
い
。

は
い
相
績
贈
典
ー
ー
は
寅
由
民
と
は
異
り
、
別
の
侍
遇
を
錯
し
、
併
し
相
績
贈
奥
の
聞
に
は
大
韓
同
等
と
す
る
。

北
も
性
質
上
、
多
少
、
特
段
な
る
も
の
は
必
然
に
生
十
る
。



九
一
川
、
登
録
稜
|
|
の
従
来
、
相
績
千
分
五
、
贈
典
千
分
四
十
五
は
凡
べ
て
一
率
に
千
分
五
色
改
め
る
。
後
に

い
ふ
や
う
に
凡
べ
て
の
贈
輿
を
ば
相
績
と
同
等
課
税
す
る
以
上
は
、
墨
録
稜
は
直
別
す
る
に
及
ば
争
、
叉
む
し
ろ

直
瑚
し

τは
な
ら
ぬ
。
か
く
て
贈
典
の
宰
録
税
が
貰
買
の
共
よ
り
も
準
か
に
低
く
な
る
の
で
、
責
買
を
ぱ
む
し
ろ

婚
奥
だ
と
い
ふ
て
遺
脱
す
る
も
の
が
出
来
る
。
贈
典
に
は
此
登
録
稜
の
外
に
、
相
績
積
も
か
か
る
け
れ

E
も
、
相

親
税
は
岡
玲
準
税
ピ
か
ら
し
て
、
小
額
の
場
合
に
は
、
低
き
聾
銑
我
と
低
語
-c
相
調
視
と
の
ム
口
計
が
、
買
買
の
斜
め
の

比
例
説
大
る
聾
銑
耽
(
相
麗
賄
興
の
其
よ
り
も
謹
に
高
き
)
よ
り
も
一
一
暦
小
い
こ
と
が
あ
句
得
る
か
ら
で
あ
る
。
此

色
他
人
へ
の
贈
奥
山
は
一
一
腰
は
買
買
と
推
定
し
て
、
共
を
否
定
ず
る
常
事
者
を
し
て
立
謹
せ
し
め
る
の
と
、
砕
同
事

者
の
徳
義
心
と
に
よ
り
て
防
止
す
る
外
な
い
。

m円
相
績
積
ー
ー
に
つ
い
て
は
不
動
産
の
贈
奥
に
も
前
に
動
産
に
つ
い
て
い
ふ
た
の
と
同
じ
方
法
に
て
遺
産

相
績
読
を
課
し
、
且
つ
相
繭
時
に
於
け
る
迫
加
課
税
を
も
行
ふ
。

三
舶
舶

は
、
印
紙
税
ー
ー
は
暫
ら
く
従
来
の
で
、
大
し
て
不
都
合
を
認
め
・
?
と
し
て
、
之
を
其
憧
と
し
、

例
登
録
稜
相
績
枕

い
貰
買
ー
ー
ー
に
劃
す
る
整
録
枕
の
千
分
二
十
三
も
暫
ら
〈
共
憧
と
す
。

ろ
相
績
婚
奥

川
登
録
枕

l
iの
従
来
、
相
績
千
分
一
二
、
婚
輿
千
分
の
三
十
五
は
、
不
動
産
に
つ
い
て
い
ふ
と
同
じ
理
由

に
て
、
一
率
に
千
分
三
に
改
め
る
。

裕
雄
積
と
登
排
崎
叫
曲
、
と
白
交
錯

第
三
十
八
巻

九
四
三

第
五
時
勘

七



相
綴
枕
と
登
録
枕
と
の
交
錯

第
三
十
八
血
管

九
四
四

第
五
披

i¥. 

間
相
績
税
ー
ー
は
不
動
産
に
つ
い
て
行
ふ
も
の
に
準
十
。
共
結
果
、
不
動
産
と
舶
舶
に
つ
き
、
相
績
開
始

前
一
年
を
超
ゆ
る
聞
に
、
千
園
以
下
に
小
刻
み
し
て
贈
典
を
行
ふ
こ
と
に
よ
り
、
貰
買
の
整
録
震
の
高
い
も
の
を
避

け
、
登
録
枕
の
千
分
五
又
は
三
(
そ
し
て
相
績
話
不
課
税
)
と
い
ふ
低
い
税
を
利
用
し
ゃ
う
と
い
ふ
鰹
を
生
ぜ
宇
や

と
も
い
ふ
が
、
事
賞
、
不
動
産
又
は
舶
舶
の
謄
典
は
珍
し
一
き
こ
と
で
、
先
づ
之
に
つ
い
て
の
詮
明
を
要
求
す
れ
ば
、

大
低
は
防
止
出
来
る
し
、
特
に
其
は
動
産
と
は
具
り
、
僅
か
に
千
間
以
下
の
も
の
と
い
ふ
と
、
会
腫
上
は
そ
ん
な
に

大
し
た
も
の
で
は
‘
め
る
ま
い
し
、
叉
此
に
て
多
少
見
す
見
す
遺
脱
3
れ
た
と
し
て
も
、
各
箇
の
小
額
の
物
に
闘
し
、

給
付
能
力
の
乏
し
き
者
の
一
関
係
す
る
こ
と
が
多
か
ら
う
か
ら
、
多
少
は
寛
大
に
之
を
見
地
が
す
こ
し
し
も
出
来
る
。

結

論

以
上
要
之
、
相
績
積
と
墾
録
視
と
の
交
錯
を
如
何
に
調
整
す
る
か
は
一
の
難
問
で
あ
る
。
物
瞳
の
相
違
よ
h
J
生

十
j

る
待
遇
の
相
違
は
共
仁
盟
由
の
あ
る
も
あ
ち
、
叉
、
暁
害
も
少
い
け
れ
ど
も
、
移
轄
形
式
の
具
る
矯
め
に
待
遇

の
異
る
の
は
、
蓮
脆
の
矯
め
に
利
用
さ
れ
る
の
恐
が
多
分
に
あ
る
か
ら
、
之
を
出
来
る
だ
け
誼
づ
け
る
必
要
が
め

る
。
さ
り
と
て
買
買
と
相
績
婚
典
'
と
を
同
等
'
と
す
る
需
に
往
〈
ま
じ
〈
、
何
ち
此
ニ
の
塊
の
聞
に
は
直
別
し
、
登

録
税
に
て
は
相
績
と
贈
典
と
の
課
税
を
均
等
に
し
.
相
績
税
に
つ
い
て
も
、
一
定
額
以
上
の
贈
典
は
凡
ベ
て
其
度

毎
に
遺
産
相
績
稜
ぞ
課
麗
し
、
た
だ
共
の
み
に
て
は
一
括
累
進
課
税
の
重
量
t

負
携
を
逃
れ
る
魚
め
に
濫
用
さ
れ
る

恐
が
あ
る
か
ら
、
之
を
防
戸
、
魚
め
に
は
、
更
に
相
績
時
に
再
計
算
を
行
っ
て
、
船
用
典
が
行
は
れ
な
か
っ
た
と
す
れ

ば
納
h
u

ベ
か
り
し
税
額
を
負
は
し
め
る
の
楠
制
を
設
く
る
の
が
趨
営
と
考
へ
ら
れ
る
。


